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「新さっぽろ駅周辺地区」アンケート実施！
～ あなたの声をまちづくりに～

第１回の話し合いの結果とはがきで寄せられたご意見をまとめました。第２回

「ワークショップ通信」

札幌市では、今後発生する市営住宅下野幌団地の建て替えによる余剰地の活用などに
ついて、地域の方々とワークショップなどを行いながら、まちづくり計画を策定します。

http://www.city.sapporo.jp/toshi/kukaku/
kyoten/shinsapporo.html

詳細はこちら！

ワークショップで話し合った「まちづくりの方向性と必要な機能」のまとめに対して、
広く地域の皆さんからのご意見をいただけるよう、アンケートを実施します。

「まちづくりの方向性」と「必要な機能」について、話し合いました。第１回

今後の予定

まちづくりニュース第1号は、
10月号に掲載しています。

 ７ 月３１日（水）開催

１１月５日（火）開催

▶平成26年2～3月ごろ 第3回ワークショップの開催
　　～アンケート結果報告と意見交換
※ワークショップは平成26年度も引き続き開催します。
▶平成26年度末
　「新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画」策定予定

＜アンケート用紙の配布について＞
◆区内在住の 1,000 人（無作為抽出）に郵送します。
※無作為抽出で選ばれなかった方もご回答いただけます。
　 ワークショップ通信第 2号に付いているアンケートはがきを
ご利用ください。

皆さんは
どう考えま

すか？

まちのこれ
からを

議論してい
ます

12月20日（金）までにご投函ください。

ワークショップ開催ごとに発行しています。
厚別区役所や区内各まちづくりセンターなどで配布中。

さまざまな世代の人々が
楽しく集い、交流できるまちに！

・多くの人を収容できて、多目的に使えるホール
・「ふれあい広場あつべつ」をもっと広くして、
　使いやすくする　　　　　　　　　　　など

＜まちづくりの方向性＞

＜必要な機能＞

＜まちづくりの方向性＞

＜必要な機能＞

歩いて回遊できる、
誰もが歩きやすいまちに！

・2階レベルで周辺施設をつなぐ、幅の広い歩行者通路
・誰もが安心して歩けるように、バリアフリー化の充実

＜まちづくりの方向性＞

＜必要な機能＞まちづくりの方向性を８つにまとめ、
それぞれに必要な機能を分類しました。
※ ワークショップ通信第 2 号（※下記参照）では全ての項目を
　紹介しています。

問い合わせ：都市局市街地整備部市街地整備課　b ２１１－２７０６

訪れた人々に
親切でわかりやすいまちに！

・買い物客や観光客にもわかりやすく、
　親切な案内標示　など

「「
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まちづくりニュース第1号は

まちづくりニュース
Ｖｏｌ．2

…ほか 5 つ…ほか 5 つ

まとめの一部をご紹介しますまとめの一部をご紹介します
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